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も

く

じ

アフリカ南
なん

部
ぶ

の6カ国
こく

（ジンバブエ、マラウ

イ、ザンビア、モザンビーク、スワジランド）で

は、悪
あく

天
てん

候
こう

、干
かん

ばつ、政
せい

治
じ

や経
けい

済
ざい

が安
あん

定
てい

しない

こと、HIV/エイズの広
ひろ

まりなど、さまざまな原
げん

因
いん

がからまりあって、たいへんな食
しょく

糧
りょう

危
き

機
き

がお

こっています。危
き

機
き

にさらされているのは1400

万
まん

人
にん

以
い

上
じょう

。およそ半
はん

分
ぶん

が18歳
さい

未
み

満
まん

の子どもで、

そのうち230万人は5歳未満の子どもです。

11月
がつ

にザンビアを訪
ほう

問
もん

したユニセフ親
しん

善
ぜん

大
たい

使
し

のロジャー・ムーアさんは、現
げん

地
ち

のようすを見
み

て

このように話
はな

しています。

「ぞっとするような状
じょう

況
きょう

です。これまでも飢
き

餓
が

に

みまわれた地
ち

域
いき

を訪
おとず

れたことがありますが、こん

なふうではありませんでした。拍
はく

車
しゃ

をかけている

のはエイズです。昔
むかし

から繰
く

り返
かえ

されてきた干
かん

ばつ

だけによる被
ひ

害
がい

とはちがっています。昔
むかし

は、種
たね

を植
う

え、畑
はたけ

を耕
たがや

し、働
はたら

けるおとなが残
のこ

っていました。今
いま

は、おと

なの4人にひとりがHIVに感
かん

染
せん

しています。多
おお

くの人
ひと

が病
びょう

気
き

で働
はたら

けず命
いのち

を失
うしな

います。後
あと

に残
のこ

さ

れるのは子どもたちです。8歳
さい

や9歳の子どもが

ひとりきりで生
い

きていかなければならないのです。

36時
じ

間
かん

も何
なに

も食
た

べていない孤
こ

児
じ

に会
あ

うのは、本
ほん

当
とう

につらくて恐
おそ

ろしいことです。そんな空
くう

腹
ふく

でど

うして学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

なんてできるでしょう」

日
に

本
ほん

ユニセフ協
きょう

会
かい

は、こうしたアフリカ南
なん

部
ぶ

の国
くに

ぐにをはじめ、さまざまな危
き

機
き

にさらされて

いるアフリカ諸
しょ

国
こく

を支
し

援
えん

するため、アフリカ緊
きん

急
きゅう

募
ぼ

金
きん

の受
う

け付
つ

けをはじめました。

暴
ぼう

力
りょく

の悪
あく

循
じゅん

環
かん

がつづいているイスラエルとパレス

チナ自
じ

治
ち

区
く

。10月、パレスチナ自治区のユニセフ事
じ

務
む

所
しょ

特
とく

別
べつ

代
だい

表
ひょう

ピエール・プパールさんは、イスラエ

ルがパレスチナでおこなっている規
き

制
せい

のために、子ど

もたちが学
がっ

校
こう

に行けない状
じょう

態
たい

にあるとうったえまし

た。パレスチナでは、22万
まん

6,000人
にん

以
い

上
じょう

の子ども

たちと9,300人
にん

の先
せん

生
せい

が学
がっ

校
こう

に行くことができない

ままでいます。580校がイスラエ

ル軍
ぐん

による外
がい

出
しゅつ

禁
きん

止
し

令
れい

や封
ふう

鎖
さ

のた

めに休校しています。

移
い

動
どう

の規
き

制
せい

がある地
ち

域
いき

では、学校に代
か

わる教
きょう

育
いく

シ

ステムがとられています。自
じ

宅
たく

で両
りょう

親
しん

から勉
べん

強
きょう

を教
おそ

わったり、モスク（イスラム教
きょう

寺
じ

院
いん

）や地
ち

下
か

などに

仮
か

設
せつ

の教
きょう

室
しつ

がつくられたりしています。「学
がっ

校
こう

に代
か

わ

るシステムをとらなければならないことからも、パレ

スチナの子どもたちがどれほどひどい影
えい

響
きょう

を受
う

けてい

るか分かるでしょう」とプパール代
だい

表
ひょう

は言
い

います。

経
けい

済
ざい

的
てき

に厳
きび

しい状
じょう

態
たい

にあり、学
がっ

校
こう

に通
かよ

えない子ど

もたちを支
し

援
えん

するために、ユニセフは「バック・トゥ・

スクール＜学
がっ

校
こう

にもどろう＞」キャンペーンをおこ

なっています。制
せい

服
ふく

、通
つう

学
がく

カバンなどを提
てい

供
きょう

するな

どして、1万4,000人の子どもたちが支
し

援
えん

を受
う

け学
がっ

校
こう

に通
かよ

っています。今
こ

年
とし

は、経
けい

済
ざい

自
じ

体
たい

が破
は

綻
たん

してし

まっており、31万
まん

7,000人のパレスチナの子
こ

ども

が支
し

援
えん

を必
ひつ

要
よう

としています。

ユニセフはWHO

（世
せ

界
かい

保
ほ

健
けん

機
き

関
かん

）などと

いっしょに世
せ

界
かい

の予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

に

ついてのくわしいレポートを発
はっ

表
ぴょう

しました。

予防接種を広
ひろ

める努
ど

力
りょく

が多
おお

くの地
ち

域
いき

で成
せい

功
こう

をおさめ、はしかや破
は

傷
しょう

風
ふう

にかかる子

どもの数
かず

は減
へ

り、ポリオはもうすぐ根
こん

絶
ぜつ

で

きるといわれるまでになりました。その一
いっ

方
ぽう

で、予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を受
う

けられない子どもも大
おお

勢
ぜい

います。特
とく

にサハラ以
い

南
なん

のアフリカ地
ち

域
いき

では、1歳
さい

になるまでに予防接種を受
う

けら

れる子どもの割
わり

合
あい

は50％という低
ひく

さです。

大きな格
かく

差
さ

がうまれています。

すべての子
こ

どもが予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を受
う

けられる

ようにするためには、それこそ、山
やま

や谷
たに

を

こえ、砂
さ

漠
ばく

をこえ、戦
せん

火
か

をこえてでも、ワ

クチンや予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

の道
どう

具
ぐ

を届
とど

けられるよう

にする必
ひつ

要
よう

があります。また、安
あん

全
ぜん

に予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

ができるように、たとえば、1回
かい

使
つか

っ

たら再
ふたた

び使えない新
しん

型
がた

の注
ちゅう

射
しゃ

器
き

を使
つか

える

ようにしたり、より多
おお

くの保
ほ

健
けん

員
いん

をトレー

ニングしたりしなければなりません。

また、これまで重
じゅう

点
てん

的
てき

におこなわれてき

た6種
しゅ

類
るい

の病
びょう

気
き

（はしか、ポリオ、

百
ひゃく

日
にち

咳
ぜき

、破
は

傷
しょう

風
ふう

、結
けっ

核
かく

、ジフ

テリア）に対す

る予防接種に加
くわ

えて、子どもたち

を苦
くる

しめている

その他
ほか

の病
びょう

気
き

、たとえば、HIV/エイズやマ

ラリアなどに対
たい

するワクチンの開
かい

発
はつ

や、毎

年何
なん

万
まん

人
にん

もの患
かん

者
じゃ

が出ているデング熱
ねつ

やコ

レラなどに対する予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

も必
ひつ

要
よう

だと報
ほう

告
こく

しています。

最
さい

後
ご

にレポートは、すべての子どもたち

が病
びょう

気
き

から守
まも

られるように、世
せ

界
かい

の人び

とが予防接種により関
かん

心
しん

を持
も

って投
とう

資
し

して

ほしい、とうったえています。

＊日本ユニセフ協会のホームページ
（http://www.unicef.or.jp）
では、予防接種を特集した
サイトをオープンしていま
す。予防接種についてのお
話や写真集などを見ること
ができます。

WORLD

マラウイで無
む

料
りょう

の小
しょう

学
がっ

校
こう

制
せい

度
ど

がはじまったのは1994年。その

とき10歳
さい

だったジオナは、希
き

望
ぼう

でいっぱいでした。「最
さい

後
ご

まで学
がっ

校
こう

に通
かよ

って、先
せん

生
せい

か医
い

者
しゃ

になるわ」

でも、夢
ゆめ

は打
う

ちくだかれてしまいました。

今
こ

年
とし

に入
はい

ってからの食
しょく

糧
りょう

危
き

機
き

とHIVに感
かん

染
せん

しているお母
かあ

さんの健
けん

康
こう

問
もん

題
だい

とで、とうとう

学
がっ

校
こう

をやめなくてはならなくなったのです。

「今
いま

まで一
いち

度
ど

も学
がっ

校
こう

を休
やす

んだことはなかった。

7年
ねん

生
せい

になったところだったの。だんだんよう

すが厳
きび

しくなってきて、学
がっ

校
こう

から帰
かえ

っても家
いえ

に

は食
た

べるものがなく、母
はは

は結
けっ

核
かく

になって、14日
にち

間
かん

も病
びょう

院
いん

に泊
と

まり込
こ

まなければならなかった」

ジオナのお父
とう

さんは2000年
ねん

にエイズで亡
な

く

なりました。彼
かの

女
じょ

は7人きょうだいの2番
ばん

目
め

です。ジオナは近
きん

所
じょ

の農
のう

園
えん

で働
はたら

かせてもらっ

ていましたが、今
いま

は農
のう

園
えん

に仕
し

事
ごと

はありませ

ん。彼
かの

女
じょ

もきょうだいも何
なん

日
にち

も何も食
た

べられ

ないような日
ひ

が続
つづ

いています。

コミュニティで活
かつ

動
どう

している女
じょ

性
せい

のグルー

プが、ジオナのような子どもたちを支
し

援
えん

して

います。子どもたちには、ユニセフなどが提
てい

供
きょう

している栄
えい

養
よう

を強
きょう

化
か

したとうもろこしのお

かゆが配
くば

られています。

しかし、グループの活
かつ

動
どう

資
し

金
きん

は底
そこ

をつき、

支
し

援
えん

を必
ひつ

要
よう

としている人は急
きゅう

激
げき

に増
ふ

えていま

す。ユニセフや他
ほか

の機
き

関
かん

も必
ひっ

死
し

に活
かつ

動
どう

を続
つづ

けていますが、国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

の関
かん

心
しん

は低
ひく

いままで

す。絶
ぜつ

望
ぼう

の中、ジオナはつぶやいています。

「どこか助
たす

けがあるところへ行
い

きたい」

アフリカ南
なん

部
ぶ

の国
くに

ぐに

食
しょく

糧
りょう

危
き

機
き

ますます深
しん

刻
こく

に

パレスチナ自
じ

治
ち

区
く

子どもたちが学
がっ

校
こう

に行
い

けない
Occupied�
Palestinian�
Territory
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予
よ

防
ぼ う

接
せ っ

種
し ゅ

のこれからについて
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ポイペット村
むら

で、ワニーちゃんという

女
おんな

の子
こ

に出
で

会
あ

いました。ワニーちゃんは

13歳
さい

で、身
しん

長
ちょう

は140cmほど。日本の13

歳の子どもとくらべて小
ちい

さいと思
おも

います。ポイペットには大きなカジノが建
けん

設
せつ

され

ています。タイではカジノは禁
きん

止
し

されているので、タイ人や外
がい

国
こく

人
じん

がこのカジノへ

やってきます。そのお客
きゃく

さんを目当
めあ

てに、子どもたちが、カジノのまわりで仕
し

事
ごと

を

しています。ワニーちゃんの仕事は「傘
かさ

さし」です。カジノから出てくる人に雨
あめ

や

日
ひ

差
ざ

しをよける傘をさしかけて、運
うん

がよければ5バーツほどもらいます。1日
にち

におよ

そ90円
えん

をかせぐそうです。

ワニーちゃんの家
いえ

によせてもらうことにしました。バイクが引
ひ

っぱるリヤカーに

乗
の

って移
い

動
どう

します。なんにもない所にポツンポツンとあるうちのひとつ、今
いま

にもく

ずれそうな小さな家
いえ

でした。そこに

ワニーちゃん、両
りょう

親
しん

、兄
あに

、弟
おとうと

、妹
いもうと

と暮
く

らしています。電
でん

灯
とう

もついてい

ません。お母
かあ

さんは、妹の世
せ

話
わ

にか

かりきりで、ワニーちゃんが2人の

弟
おとうと

を食
た

べさせます。朝
あさ

6時
じ

に起
お

きて12時間働
はたら

いて、食
しょく

事
じ

はご飯
はん

になすの煮
に

物
もの

だけ。

かせいだお金
かね

は家
か

族
ぞく

にわたします。お父
とう

さんは帰
かえ

ってきていないし、お兄
にい

ちゃんはタイ

に行
い

ったきりです。それでも、家
か

族
ぞく

があって帰る家がある――ワニーちゃんはまだよ

いほうだったと後
あと

から分
わか

かってきました。

写真：©日本ユニセフ協会/Nozawa

最
さい

初
しょ

に向
む

かったのは、カンボジアとタイの国
こっ

境
きょう

にあ

るポイペット村
むら

でした。カンボジアを訪
おとず

れるのはこれ

で3回
かい

目
め

です。最
さい

初
しょ

は1988年、ちょうどベトナム

軍
ぐん

がカンボジアから撤
てっ

退
たい

した後
あと

の年でした。1988

年、人びとは無
む

表
ひょう

情
じょう

で絶
ぜつ

望
ぼう

の中
なか

にいるようでした。多くの人

が虐
ぎゃく

殺
さつ

されたポル・ポト政
せい

権
けん

時
じ

代
だい

の悪
あく

夢
む

から立
た

ち直
なお

れていないよ

うでした。

今
こん

回
かい

、訪
おとず

れたポイペット村
むら

では、物
もの

が増
ふ

え、人びとの表
ひょう

情
じょう

は明
あか

るくなっていました。でも、すっかり平
へい

和
わ

がもどったというわけ

ではありません。たくさんの人が貧
ひん

困
こん

で苦
くる

しんでいます。

カンボジアとタイとの間
あいだ

にある浅
あさ

い川
かわ

。その川を渡
わた

るとポイペ

ット村に入ります。子どもたちが、「お金
かね

をください」とよってき

ます。多
おお

くの人がタイへ向かって国
こっ

境
きょう

をこえようとしていました。

彼
かれ

らは、朝
あさ

、国
こっ

境
きょう

を渡
わた

り、夕方、帰
かえ

ってきま

す。国境を渡るときは、緑
みどり

色
いろ

の許
きょ

可
か

証
しょう

が必
ひつ

要
よう

です。これは10バーツ（およそ30円）で買う

ことができます。子どもにその紙
かみ

はいりません。

だから子どもがさらわれても、よくわかりませ

ん。子どもの手
て

をとって、「自
じ

分
ぶん

の子です」と

言
い

えば国境を渡れてしまうのです。

カンボジアで一
いち

番
ばん

多
おお

いのは子どもです。その

子どもが売
う

られます。安
やす

い労
ろう

働
どう

力
りょく

としてねらわ

れます。言いなりになりやすいから、純
じゅん

粋
すい

だか

ら、一生けんめい働
はたら

くから、親
おや

孝
こう

行
こう

だから…、

子どもたちはそんな理
り

由
ゆう

でひどい目
め

にあってい

るのです。

「グットー」という団
だん

体
たい

を訪
たず

ね、

そこでウェットちゃんに出
で

会
あ

いまし

た。彼
かの

女
じょ

は人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の犠
ぎ

牲
せい

になった

子どもでした。

ある日、ウェットちゃんは、村
むら

の子どもたちといっしょに、村ではめずらしいビデオを見
み

ていたそ

うです。普
ふ

通
つう

の家
いえ

にテレビなどないので、子どもたちが集
あつ

まってきました。そこでウェットちゃん

は、男の人から飲
の

み物
もの

をわたされ、それを飲
の

んだら気
き

を失
うしな

ってしまいました。目がさめたとき、ウ

ェットちゃんはタイにいました。バンコクでほかの子どもたちと、花
はな

売
う

りやキャンディ売りをさせら

れました。売り上げが300バーツ（およそ900円）になるまでキャンディを売らなくてはならず、売

れなかったらご飯
はん

はもらえません。600バーツ以上売れるとわずかなおこづかいがもらえたそうです。

私はウェットちゃんに聞
き

きました。「いままでに見
み

た一
いち

番
ばん

悪
わる

い夢
ゆめ

は何
なに

？」彼女は「電
でん

線
せん

のむちで打
う

た

れること」と答
こた

えました。それは夢ではなく現
げん

実
じつ

でした。300バーツ売
う

れないと、むちで全
ぜん

身
しん

を打た

れたそうです。「楽
たの

しい夢は？」と聞
き

きました。彼女は、「一
いち

度
ど

も見たことがない」と答えました。

彼
かの

女
じょ

は今16歳
さい

くらい。両
りょう

親
しん

はなくなっており、お母さんはエイズだったそうです。

私たちは半
はん

日
にち

の学
がっ

校
こう

を開
ひら

いている施
し

設
せつ

にも行きました。なぜ半日かというと、働
はたら

いて

いる子どもたちが丸
まる

一
いち

日
にち

学校に行くことはできないからです。しかも給
きゅう

食
しょく

つきという条
じょう

件
けん

で親
おや

を説
せっ

得
とく

し、子どもを通
かよ

わせています。ここには人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の経
けい

験
けん

を持
も

つ子どもがた

くさんいました。男の子は物
もの

売
う

りとしてだけでなく、農
のう

場
じょう

の労
ろう

働
どう

力
りょく

になります。年ご

ろの女の子は売
ばい

春
しゅん

をさせられたりします。もどってくるときは、タイで不
ふ

法
ほう

滞
たい

在
ざい

者
しゃ

とし

て警
けい

察
さつ

につかまって強
きょう

制
せい

的
てき

に送
おく

りかえされてくるのです。

私
わたし

たちはカンボジア第
だい

2の都
と

市
し

バッタンバン

に向
む

かい、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の犠
ぎ

牲
せい

になった子どもた

ちが保
ほ

護
ご

されている施
し

設
せつ

「ホームランド」を

訪
おとず

れました。そこで、サリーちゃんという女
おんな

の子
こ

と、アドリーくんという男
おとこ

の子に出
で

会
あ

いまし

た。サリーちゃんはお母
かあ

さんに売
う

られ、タイに行
い

きました。花
はな

やキャンディ売
う

りをさせられて

いたそうです。アドリーくんは両
りょう

親
しん

をなくし、あずけられたおじさんの子どもたちといっしょ

にタイに働
はたら

きに行き、警
けい

察
さつ

につかまり、送
おく

りかえされました。

サリーちゃんは次
つぎ

の日
ひ

、家
いえ

に帰
かえ

ることになっていて、私
わたし

はついていくことにしました。でも、

サリーちゃんは途
と

中
ちゅう

で具
ぐ

合
あい

が悪
わる

くなり、車
くるま

の中
なか

で何
なん

度
ど

も吐
は

きました。とうとう、施
し

設
せつ

の先
せん

生
せい

が

「今
きょ

日
う

はあきらめよう」と言いました。

私
わたし

はひとりでサリーちゃんのお母
かあ

さんを訪
たず

ねました。ほんの少
すこ

しの果
くだ

物
もの

を売り、たおれそう

な家
いえ

に2人の子どもと住
す

んでいました。2人のお兄
にい

さんは親
しん

せきにあずけたと言います。おどろ

いたことに、サリーちゃんは2回
かい

売
う

られていました。1度
ど

家にもどってきたのに、また知
し

り合
あ

い

の女
おんな

の人からお金
かね

を受
う

け取
と

ってあずけてしまったというのです。サリーちゃんの具合が悪くな

った理
り

由
ゆう

がわかりました。お母さんに会
あ

いたいという気
き

持
も

ちは大きいのに、帰ったらまた売ら

れてしまうかもしれないと心
しん

配
ぱい

だったのでしょう。

子どもを売
う

ってしまうお母さん、ものすごくつらいと思
おも

います。私はサリーがどんな目にあ

ったか、今きっとどんな気
き

持
も

ちか、話
はな

しました。「子どもが売られてどんな目にあうか分からな

かった。でも分かったから、もう2度
ど

と売ることはない」とお母さんは言
い

いました。サリーちゃ

んを売ったのは下
した

の子が病
びょう

気
き

になったからだそうです。では、「また下の子が病気になったらど

うするの？」と聞
き

いてみました。

お母さんは泣
な

きながら「サリーが自
じ

分
ぶん

で行
い

くと言
い

ったんだよ」と言いました。私は、それで

も、「絶対に売ってはいけないわ」と話
はな

しました。

日
に

本
ほん

ユニセフ協
きょう

会
かい

大
たい

使
し

のアグネス･チャンさんが、8月
がつ

19日
にち

～
24日

か

まで、カンボジアを訪
おとず

れました。アグネスさんは、国
こっ

境
きょう

をこ
えて行きかう子

こ

どもたちのようすを見
み

たり、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の犠
ぎ

牲
せい

にな
った子どもたちが暮

く

らす施
し

設
せつ

を訪
ほう

問
もん

したりしました。
また、アグネスさんといっしょに来

らい

日
にち

した2人のカンボ
ジアの子ども・若

わか

者
もの

活
かつ

動
どう

家
か

が、「ユニセフ子どもセミナー
2002」を開

ひら

きました。

アグネス･チャンさん�
カンボジアを訪問�

日本ユニセフ協会大使 

人身売買の�
防止にとりくむ
カンボジアの
子ども・若者も�

来日�

★�★�

★� こ�

う�

に  ほん�

ほう　もん�

じん しん  ばい  ばい�

ぼう　し�

こ�

きょうかいたい    し�

わかもの�

らいにち�

�

CAMBODIA
アグネス・チャンさんからの報告�

ほう　　 こく�

傘さしをする
ワニーちゃん�1

かさ�

だまされて連れ去られた
ウェットちゃん� 2

つ� さ�

母親に売られた�
サリーちゃん� 3

はは　おや� う�

でも私の会
あ

った子は、帰
かえ

ってこられた子たちでした。子どもが行
い

ったきり帰ってこな

い、どこへ行ってしまったか分
わ

からない、という話
はなし

も多
おお

く聞
き

きました。今日もたくさ

んの子どもたちが家
いえ

に帰れず、夢
ゆめ

も希
き

望
ぼう

も、場
ば

合
あい

によっては命
いのち

さえもうばわれていま

す。お金
かね

のある人が何でも買
か

える、子どもの命
いのち

も、夢も希望も好
す

きなようにできるな

んて、ゆるせないことです。私たちもがんばって、必
ひっ

死
し

に生きている子どもたちを応
おう

援
えん

していきたいと思
おも

います。

背中に荷物をかくして国境を越える子どもたち

ワニーちゃんの家へ向かう

ウェットちゃん

学校に給食があると通える子どもたちがふえる

サリーちゃんの
お母さんと話す
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最
さい

初
しょ

に“The Victim（被
ひ

害
がい

者
しゃ

）”というビ

デオを見ました。これは、実
じっ

際
さい

にあった話
はなし

を

もとにユニセフがNGOと協力して作
つく

った現
げん

地
ち

で使われている啓
けい

発
はつ

用
よう

のビデオです。

2人の警
けい

察
さつ

官
かん

が行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

になった少
しょう

女
じょ

スペイプルーの捜
そう

索
さく

をは

じめる。捜
そう

索
さく

をすすめる中で、スペイプルーはあるカラオケバー

（買
かい

春
しゅん

宿
やど

）で働
はたら

かされていることがわかった。彼女はお手
て

伝
つだ

い

として働
はたら

けると言われたのに、実
じっ

際
さい

は、無
む

理
り

やり薬
くすり

を飲
の

まされ、

カラオケバーに売
う

られたのだった。翌
よく

日
じつ

、救
きゅう

出
しゅつ

に出た警察官が

彼
かの

女
じょ

を見
み

つけたときには、彼女は自
じ

殺
さつ

していた。

ビデオを見
み

て…

Q日
に

本
ほん

でも似
に

たようなことがありますか？

A女性が帰
かえ

り道
みち

にレイプされたり、女
じょ

子
し

高
こう

生
せい

が自
みずか

らの性
せい

をお金
かね

などとひきかえに売
う

ったりすることはあります

Qスペイプルーはなぜ自
じ

殺
さつ

してしまったのでしょう？

A昔
むかし

の自
じ

分
ぶん

にもどれないと感
かん

じたから？　はずかしくて

家
か

族
ぞく

に自
じ

分
ぶん

の姿
すがた

を見せたくないと思
おも

ったのかも。

年
ねん

齢
れいべ

別
つ

に3つのグループに分
わ

かれて、

話
はな

し合
あ

いが行われました。

各グループからは、「人
じん

身
しん

売
ばいん

買
ばい

」は、

「人を人として考
かんが

えないこと」、「人をモノ

として売
う

ること」、「人の命をもて遊ぶこ

と」、「子どもの性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

」については、「子どもの体
からだ

をおとな

の思
おも

い通
どお

りにすること」、などの意
い

見
けん

が出
で

ました。

そして、「私
わたし

たちにできること」については、次
つぎ

のような意
い

見
けん

が出ました。

・おとなだけでなく子どもにも買
かい

春
しゅん

問
もん

題
だい

について情
じょう

報
ほう

を出
だ

す

・教
きょう

育
いく

（性
せい

教
きょう

育
いく

）を充
じゅう

実
じつ

させる

・貧
まず

しさから抜
ぬ

け出
だ

せるように人びとが

もっと働
はたら

ける場
ば

をつくる支
し

援
えん

をする

・相
あい

手
て

の立
たち

場
ば

を考
かんが

えられるように、思
おも

いやりを持
も

てるおとなになるように教
きょう

育
いく

する

・学
がっ

校
こう

の友
とも

達
だち

にこの問
もん

題
だい

を伝
つた

える

・政
せい

府
ふ

に立
りっ

法
ぽう

を働
はたら

きかけたり、おとな

に考
かんが

えを伝
つた

えたりする

● 今日
きょう

見
み

たことや、聞
き

いたことを忘
わす

れずに

活
かつ

動
どう

をひろげていきたい。自
じ

分
ぶん

の友
とも

達
だち

やほ

かの人
ひと

にも今日
きょう

のことを伝
つた

えていきたい。
● 私
わたし

達
たち

と同
おな

じ年
とし

の子どもたちが性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

を

受
う

けていることにショックをうけました。日

本という豊
ゆた

かな国
くに

が、このことにもっと関
かん

心
しん

を持
も

つべきだと

思
おも

いました。
● おとなの理

り

解
かい

と教
きょう

育
いく

がとても重
じゅう

要
よう

だと感
かん

じました。
● 子どものパワーはすごい！みんなで子どもの商

しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

をなくすために動
うご

けたらって思
おも

う。
● 人

じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の問
もん

題
だい

はすごく大きくてむずかしくて、目を

そむけたくなる時
とき

があります。そんな時、力
ちから

になることは、

その問
もん

題
だい

にとりくむ仲
なか

間
ま

がいるということです。カンボジ

アの2人に力をもらいました。一
いっ

緒
しょ

にがんばろう！

アグネスさんの報
ほう

告
こく

に続
つづ

いて開
ひら

かれた「ユニセ

フ子どもセミナー2002」では、はじめに、以
い

前
ぜん

からこの問
もん

題
だい

について積
せっ

極
きょく

的
てき

に活
かつ

動
どう

している

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

の谷
たに

垣
がき

禎
さだ

一
かず

さんがスペシャルゲストとし

て、8月にミャンマーとカンボジアを視
し

察
さつ

された

お話
はなし

をされました。谷垣さんは、ごみ山で暮
く

らし

たり、国
こっ

境
きょう

をこえて人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

されたりする子ど

もたちのようすを報
ほう

告
こく

し、現
げん

地
ち

では警
けい

察
さつ

官
かん

など

の給
きゅう

料
りょう

が少
すく

なく、わいろの受
う

け取
と

りが起
お

こりや

すいなど、子ども搾
さく

取
しゅ

や虐
ぎゃく

待
たい

の取
と

りしまりがす

すまない理
り

由
ゆう

を説
せつ

明
めい

してくださいました。

■ソクンティアさん（左）：カンボジ

アのNGO「子どもの権利財団」の創

立メンバー。21歳。子どもの人身売

買を防ぐために子どもによる監視シ

ステムを計画中。昨年12月に横浜で

開かれた「第2回子どもの商業的性

的搾取に反対する世界会議」や今年5

月の「国連子ども特別総会」に参加

した。

■ソーバンナレッさん（右）：子ども

の権利を広める青少年団体の活動に

参加する活動家。17歳。貧しい家庭

の出身で、13歳で学校をやめ、お母

さんと市場で野菜を売る生活。毎朝4

時に起きて野菜を仕入れ、お昼まで

野菜を売る。一日の売上はカンボジ

アのお金で3000～4000リエル（およ

そ100～150円）。午後、縫製学校に

通っている。

ビデオ� 話し�
合い�

アンケート�
から�

カンボジアでは現
げん

在
ざい

多くの子どもが売
う

り買
か

いされているそうです。1970年
ねん

ご

ろから20年以
い

上
じょう

におよぶカンボジアの内
ない

戦
せん

が始
はじ

まり、人びとは貧困になやまさ

れました。内
ない

戦
せん

が終
お

わった後
あと

も、貧
ひん

困
こん

は続
つづ

き、生きるために多くの女
じょ

性
せい

が売
ばい

買
ばい

春
しゅん

にたずさわるようになりました。国
くに

が少
すこ

しずつ豊
ゆた

かになると、外
がい

国
こく

から安
やす

い

お金
かね

で女
じょ

性
せい

を買
か

いにくる観
かん

光
こう

客
きゃく

が増
ふ

えたそうです。買
かい

春
しゅん

されている人の3分
ぶん

の

1は18歳
さい

未
み

満
まん

の子どもです。また、多くの子どもが労
ろう

働
どう

力
りょく

として海
かい

外
がい

に売
う

られています。ソクンティアさ

んの話
はなし

によるとターゲットは13～14歳
さい

位
くらい

の女
おんな

の子
こ

なのだとか…。「海外の工
こう

場
じょう

で働
はたら

かないか？」などと

密
みつ

売
ばい

人
にん

にだまされて、性
せい

産
さん

業
ぎょう

で働
はたら

かされるそうです。

また、HIV/エイズが大きな問題
もんだい

となっています。カンボジアの性
せい

産
さん

業
ぎょう

で働
はたら

いている人の42.6％はHIV

（エイズを引
ひ

き起
お

こすウイルス）に感
かん

染
せん

しているそうです。カンボジアではまだ、法
ほう

律
りつ

や社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

制
せい

度
ど

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

で、問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

はとてもむずかしいことだそうです。

人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

がこんなに世
せ

界
かい

でひんぱんに起
お

こっているなんて想
そう

像
ぞう

もしていませんでした。新
しん

聞
ぶん

で、「臓
ぞう

器
き

売
ばい

買
ばい

のために子どもが売
う

られた」というニュースを見
み

たことがありますが、本
ほん

当
とう

に

まれな問
もん

題
だい

だと思っていました。それだけでなく性
せい

的
てき

搾取
さくしゅ

を目
もく

的
てき

とした人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

が起
お

こっているということを

知
し

って大きな衝
しょう

撃
げき

を受けました。

小さな子どもならエイズにかかっていないからといって、

ターゲットにされるのは信
しん

じられないことです。もし、自
じ

分
ぶん

が被
ひ

害
がい

を受
う

けていたら本
ほん

当
とう

にいやです。私のいる環
かん

境
きょう

から

人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

が現
げん

実
じつ

に起
お

こっていることを受
う

け止めることはむ

ずかしいことです。本当に信
しん

じられないし信じたくないで

す。こういう問
もん

題
だい

が早
はや

く解
かい

決
けつ

されることを祈
いの

ることしかで

きません。また、解決のために私にもできることを考
かんが

えて

いきたいです。 小
こ

張
ばり

真
ま

理
り

子
こ

17歳

小
こ

張
ばり

真
ま

理
り

子
こ

さんは、
カンボジアのお2人に、
インタビューしました

世
せ

界
かい

の子どもたちがモノとして思
おも

われ、またモノとして使
つか

われていること

が、よくわかりました。なぜ子どもがおとなの道
どう

具
ぐ

のように使
つか

われないとい

けないのか、とても不
ふ

思
し

議
ぎ

に思いました。しかし、話
はなし

を聞
き

いていくと、その

うちのひとつの理
り

由
ゆう

がお金
かね

がないから、というものでした。ぼくは、これを

聞
き

いた時
とき

にとてもがっくりしました。お金
かね

がないだけで子どもを売
う

るのはひ

どいと思いました。

ぼく達
たち

にできることは、同
おな

じあやまちを二
に

度
ど

とおこさないようにすること

だと、この報
ほう

告
こく

会
かい

で思
おも

いました。 丸
まる

竹
たけ

拓
たく

也
や

12歳

8月26日午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

はアグネスさんの帰
き

国
こく

報
ほう

告
こく

会
かい

に参
さん

加
か

して、午
ご

後
ご

は子ども

セミナーに参
さん

加
か

しました。子どもセミナーはソクンティアさんとソーバンナ

レッさんがとてもわかりやすく説
せつ

明
めい

してくれたので、カンボジアのことがよ

く分かりました。

カンボジアが貧
まず

しくて、子どもが自
じ

分
ぶん

も働
はたら

かなくちゃと思
おも

って、がんばっ

てるのに、子どもが売
う

っているものがなかなか売
う

れなかったりすると、すぐ

にムチで叩
たた

いたりするのは、本当にいけないと思
おも

います。花
はな

やあめ

を売
う

るのではなく、買
かい

春
しゅん

される子
こ

がたくさんいることもわかりまし

た。本当にかわいそうに思いました。仕
し

事
ごと

がいやで逃
に

げ出
だ

そうに

も、さらにひどい暴
ぼう

力
りょく

を受
う

けて逃げ出せない。本
ほん

当
とう

に子どもを

物扱
ものあつか

いにしていると思いました。貧
まず

しいから少
すこ

しでも働
はたら

きたいとい

う子どもの気
き

持
も

ちを、おとなの都
つ

合
ごう

のよいことだけに使
つか

うのは、許
ゆる

されないことだと思います。もし、家
いえ

に帰
かえ

れたとしても、また売
う

ら

れるかもしれない、まわりの人から差
さ

別
べつ

を受けるかもしれない。こ

うして子ども達
たち

は生きていく道
みち

をなくしてしまう。こんな環
かん

境
きょう

で生

きている子ども達
たち

を早
はや

く救
すく

ってあげたい。 渡
わた

辺
なべ

濯
たく

13歳

写真：©日本ユニセフ協会/Nozawa

お話を聞
いての

感想

こ�

続
つづ

いてカンボジアの2人がワークシ

ョップをはじめました。小
こ

柄
がら

な体
からだ

から

は想像
そうぞう

のつかない大きなエネルギーに、

参
さん

加
か

者
しゃ

もどんどん引
ひ

き込
こ

まれていったようです。



ち ず み せ かい�

ストーリー�

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★�
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

ユニセフ 子どもネットニュース

4 UNICEF CHILDREN'S NET NEWS No.3

2002年
ねん

8月
がつ

26日
にち

から9月
がつ

4日
か

まで、南
みなみ

アフ

リカ共
きょう

和
わ

国
こく

のヨハネスブルグで、国
こく

連
れん

の「持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

に関
かん

する世
せ

界
かい

サミット」（ヨハネス

ブルグサミット）が開
ひら

かれました。10年
ねん

前
まえ

、ブラジルのリオデ

ジャネイロで開かれた「地
ち

球
きゅう

サミット」で、各
かっ

国
こく

は、環
かん

境
きょう

を守
まも

り、エネルギーや資
し

源
げん

を保
ほ

全
ぜん

しながら続
つづ

けられる開
かい

発
はつ

（持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

）の

ために行
こう

動
どう

することを約
やく

束
そく

しました。しかし、その後、世界は、環
かん

境
きょう

を守
まも

り資
し

源
げん

を保
ほ

全
ぜん

できるようになったのでしょうか？

今
いま

、地
ち

球
きゅう

の人
じん

口
こう

は60億
おく

人
にん

をこえました。過
か

去
こ

50年
ねん

の間
あいだ

に2.4倍
ばい

に増
ふ

え、

今も増
ふ

えつづけています。世
せ

界
かい

の5人
にん

にひとりは、1日1米ドル（およそ

120円
えん

）にも満
み

たない収
しゅう

入
にゅう

しかなく、とても貧
まず

しい生
せい

活
かつ

を強
し

いられていま

す。安
あん

全
ぜん

な飲
の

み水
みず

を得
え

られない人びとは、およそ11億
おく

人
にん

に達
たっ

しています。

先進工業国�

都市�
農村�

サハラ以南の�
アフリカ�

中東と�

北アフリカ�
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�����

安
あん

全
ぜん

な水
みず

を手
て

に

入
い

れられる割
わり

合
あい

（2000年）

ジンバブエのビンガ地
ち

区
く

は貧
まず

し

地
ち

域
いき

です。ここで暮
く

らす11歳
さい

の

ピカイは、お母
かあ

さんが病
びょう

気
き

にた

学
がっ

校
こう

をやめるほかありませんでし

んも病
びょう

気
き

がちで、シュピカイは

の妹
いもうと

をどうにか食
た

べさせて、世
せ

ればならなかったのです。

家
いえ

にはトイレがなく、お母
かあ

さん

りをくり返
かえ

していました。シュピ

つも注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く穴
あな

をほって、それ

ましたが、家
か

族
ぞく

はみんな病
びょう

気
き

が

がありました。

調
しら

べてみよう！
あなたの家

いえ

の飲
の

み水
みず

は、どこから

きて、どこへ流
なが

れていくのか、水

になったつもりで調
しら

べてみよう。

TR
Y

安
あん

全
ぜん

な飲
の

み水
みず

を手
て

に入
い

れ

子
こ

どもが守
まも

られる世
せ

界
かい

は
環
かん

境
きょう

も守
まも

られる世
せ

界
かい

都
と

市
し

と
農
のう

村
そん

サミットは、全
ぜん

世
せ

界
かい

の国
くに

ぐ

にが協
きょう

力
りょく

して、環
かん

境
きょう

を守
まも

り、

貧
ひん

困
こん

をなくし、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

をすすめることを約
やく

束
そく

した

実
じっ

行
こう

計
けい

画
かく

書
しょ

と宣
せん

言
げん

文
ぶん

を採
さい

択
たく

して閉
へい

会
かい

しました。これから、

それが実
じっ

行
こう

にうつされるよう

に、みんなではたらきかけて

いくことが求
もと

められています。

「本
ほん

当
とう

に持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

を達
たっ

成
せい

するた

めには、子どもにふさわしい世
せ

界
かい

をつく

らなければなりません。安
あん

全
ぜん

な水
みず

やきれ

いなトイレを整
ととの

えるといった簡
かん

単
たん

なこと

が、子どもの命
いのち

を守
まも

るだけでなく、多
おお

く

の子
こ

どもたちを学
がっ

校
こう

に通
かよ

わせることにも

つながります。そして、しっかりと教
きょう

育
いく

を受
う

けた子どもたちは一
ひと

世
せ

代
だい

でも大きな

変
へん

化
か

をもたらすことができるのです」

ユニセフのキャロル・ベラミー事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

は、
サミットで次

つぎ

のように話
はな

しました。

0％～25％の国
くに

26％～50％の国
くに

51％～75％の国
くに

76％～90％の国
くに

91％～100％の国
くに

データなし

安
あん

全
ぜん

な飲
の

み水
みず

を

手
て

に入
い

れられる

人
ひと

の割
わり

合
あい

が…
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私
わたし

たちは、10年
ねん

前
まえ

のリオデジャネイロ会
かい

議
ぎ

のときはま

だ赤
あか

ちゃんでした。でも、ここでうったえたいことは、

そのときに話されたことばかりです。世
せ

界
かい

の子どもた

ちはがっかりしています。なぜなら、多
おお

くのおとなが

お金
かね

や富
とみ

にしか興
きょう

味
み

がなく、私たちの未
み

来
らい

に深
しん

刻
こく

な影
えい

響
きょう

を与
あた

える問
もん

題
だい

のことを考
かんが

えてくれないからです。

あなたの子どもたちのことを考
かんが

えてください。…どん

な世
せ

界
かい

を彼
かれ

らに望
のぞ

みますか？

私たちの声
こえ

を聞
き

いてください。そして、私たちすべて

が幸
しあわ

せに生
い

きられるような選
せん

択
たく

をしてください。

世界中の政府は
●開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

のすべての人が安
あん

全
ぜん

な水
みず

を手
て

に入
い

れられ

るようにしてください

●（二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の排
はい

出
しゅつ

を制
せい

限
げん

する）京
きょう

都
と

議
ぎ

定
てい

書
しょ

に署
しょ

名
めい

してください。私たちは、真
ま

夏
なつ

に雪
ゆき

がふるんじゃない

かなんて心
しん

配
ぱい

するのはもうごめんです

●一
ひと

家
か

族
ぞく

あたりの車
くるま

の数
かず

を制
せい

限
げん

してください

●すべての子どもたちが、無
む

料
りょう

で保
ほ

健
けん

サービスを受
う

けら

れるようにしてください

●植
しょく

林
りん

することなく木
き

を切
き

るのはやめてください

●貧
まず

しい人や子どもたちを支
し

援
えん

するためにもっとお金
かね

を

使
つか

ってください

世
せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

びとは
●歩
ある

いたり、自
じ

転
てん

車
しゃ

を使
つか

ったり、車
くるま

の相
あい

乗
の

りをしたり、

（車
くるま

を使
つか

わない）交
こう

通
つう

手
しゅ

段
だん

をもっと使
つか

いましょう

●ごみを減
へ

らし、もう一
いち

度
ど

使
つか

い、リサイクルを進
すす

めま

しょう

●多くの政
せい

府
ふ

が、環
かん

境
きょう

や人びとにあまり配
はい

慮
りょ

しない人

たちによって簡
かん

単
たん

に動
うご

かされてしまうことを心
しん

配
ぱい

して

います。ほかの惑
わく

星
せい

を代
か

わりに買
か

うなんてことはでき

ないのです。罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

は刑
けい

務
む

所
しょ

に送
おく

られます。な

ぜ、環
かん

境
きょう

や子どもを傷
きず

つける国
くに

ぐにを罰
ばっ

することが

そんなにむずかしいのでしょう？

鏡
かがみ

をのぞいて、こう言
い

えますか？「子どもには未
み

来
らい

が

ある、安全な水を手に入れられる、貧
ひん

困
こん

や汚
お

染
せん

された

環
かん

境
きょう

で生きなくてもよい。なぜなら私
わたし

たちが行
こう

動
どう

する

のだから」と。そんなにたくさんのことをお願
ねが

いして

いるとは思
おも

いません。いいスピーチだったね、とほめ

られるより、みなさんが行動してくれることを願います。

（一
いち

部
ぶ

抜
ばっ

粋
すい

翻
ほん

訳
やく

）

ヨハネスブルグサミットでは、4人の子
こ

ども代
だい

表
ひょう

が

スピーチをおこない、子どもたちの声
こえ

を伝
つた

えました。

みなさんなら、どんなことをうったえたいですか？

は貧
まず

しい人
ひと

が多
おお

い

1歳
さい

の女
おんな

の子
こ

シュ

気にたおれたとき、

んでした。お父
とう

さ

イは、1歳
さい

と3歳

て、世
せ

話
わ

をしなけ

母
かあ

さんはひどいげ

シュピカイは、い

それをうめてい

病
う

気
き

がうつる危
き

険
けん

それに、井
い

戸
ど

もないので、シュピカイは水
みず

を入
い

れると20kgもの重
おも

さになるバケツを持
も

って、3kmもはなれた水
みず

場
ば

まで1日
にち

に何
なん

度
ど

も往
おう

復
ふく

しなければなりませんでした。水
みず

場
ば

といっても、ただ穴
あな

をほって水
みず

がわき出
だ

して

いるだけのところで、おおいもされていませ

ん。重
おも

いバケツを頭
あたま

にのせて、家
いえ

に帰
かえ

るの

に40分
ぷん

はかかります。

この問
もん

題
だい

をどうしたらいいのかしら？と聞
き

かれたときシュピカイはすぐさま答
こた

えました。

「水
みず

よ！水。水さえ近
ちか

くにあれば、問
もん

題
だい

の半
はん

分
ぶん

は解
かい

決
けつ

するの。それに、もしトイレがあれ

ば、お母
かあ

さんは楽
らく

になると思
おも

うわ。両
りょう

親
しん

や

妹
いもうと

の世
せ

話
わ

をするのだって、とても簡
かん

単
たん

にな

るし」

ユニセフが支
し

援
えん

するプログラムがこの地
ち

区
く

ではじまり、とうとう、シュピカイの家
いえ

にも

井
い

戸
ど

とトイレができました。お父
とお

さんはれん

がをつみ、トイレ用
よう

の穴
あな

をほりました。建
けん

設
せつ

してくれた人たちには、にわとりややぎでお

礼
れい

を払
はら

いました。

このできごとの後
あと

、シュピカイの毎
まい

日
にち

の

仕
し

事
ごと

はずっと楽
らく

になり、数
すう

ヶ
か

月
げつ

のうちに、も

う一
いち

度
ど

学
がっ

校
こう

にもどることができました。

調
しら

べてみよう！
バケツにいっぱい水

みず

を入
い

れて持
も

ち上
あ

げてみよう。どれくらい重
おも

いかな？

それから、あなたの家
いえ

で1日に

使
つか

う水の量
りょう

を調
しら

べ、同
おな

じ量の水

をバケツに入れると何
なん

杯
ばい

分
ぶん

にな

るのか調
しら

べてみよう。

TR
Y

に入
い

れられる人
ひと

の割
わり

合
あい

©UN

※この地
ち

図
ず

は国
こっ

境
きょう

等
とう

の法
ほう

的
てき

地
ち

位
い

についてユニセフの

立
たち

場
ば

を示
しめ

すものではありません。

（出
しゅっ

典
てん

：ユニセフ・ホームページより）
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農
のう

業
ぎょう

に関
かん

しての技
ぎ

術
じゅつ

援
えん

助
じょ

などはありますか？

技術協力
ぎじゅつきょうりょく

などは、国
くに

同
どう

士
し

で契約
けいやく

がかわされて、それにもと

づいておこなわれます。ソマリアの場
ば

合
あい

、国
くに

全
ぜん

体
たい

を治
おさ

める政
せい

府
ふ

が

ないから、国と国の間
あいだ

での技術協力はないです。今、国
こく

連
れん

に籍
せき

のあるソマリア政府は首
しゅ

都
と

モガディシュの一
いち

部
ぶ

しか治
おさ

めきれていま

せん。だから、支
し

援
えん

をしているのはユニセフなどの国
こく

連
れん

機
き

関
かん

や

NGOだけです。

ソマリアの子
こ

どもたちが笑
え

顔
がお

になる時
とき

は

どんな時ですか？

ソマリアの第
だい

一
いち

印
いん

象
しょう

は「子どもたちの笑
え

顔
がお

が少
すく

ないな」で

した。でも、大
たい

変
へん

な中
なか

でも、それなりに普
ふ

通
つう

の喜
き

怒
ど

哀
あい

楽
らく

がある生
せい

活
かつ

が見
み

えてきました。小
しょう

学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

している子どもたちの目
め

は

とても生
い

き生きしていますし、新
あたら

しい教
きょう

科
か

書
しょ

を持っていったりす

ると、とても喜
よろこ

んでくれますよ。

ソマリアの子どもたちは日
に

本
ほん

のことを

知
し

っていますか？

知っているつもりなのではないかな。子
こ

どもたちとサッカーを

やったときには、「ナカタ」とか「ナカムラ」なんてよばれましたよ。

ユニセフの支
し

援
えん

はソマリアの人が求
もと

めているものと

合
あ

っていますか？

ソマリアの子どもたちが置
お

かれている状
じょう

況
きょう

は、世
せ

界
かい

で1、2

を争
あらそ

うくらい悪
わる

いです。4人にひとりは5歳
さい

になる前
まえ

に亡
な

くなる

し、8人
にん

にひとりくらいしか学
がっ

校
こう

に行
い

っていません。そんな中
なか

で私
わたし

たちがやらなければならないことは、まず、子どもの死
し

亡
ぼう

率
りつ

を下
さ

げ

ることです。

ソマリアで、はしかの予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

率
りつ

はわずか16％です。内
ない

戦
せん

で入
はい

れない地
ち

域
いき

があったり、資
し

金
きん

が足
た

りなかったりという理
り

由
ゆう

もありますが、予防接種の大
たい

切
せつ

さを親
おや

が理
り

解
かい

していないこ

とも理
り

由
ゆう

です。暑
あつ

いところで予防接種をすると子どもが病
びょう

気
き

になる、そんなまちがったうわさが広
ひろ

がって、予防接種をし

に行
い

っても拒
きょ

否
ひ

されてしまうこともあります。私
わたし

たちがした

い支
し

援
えん

と、彼
かれ

らがしてほしいことがずれている例
れい

です。それ

でも、予防接種は必
ひつ

要
よう

だとうったえるわけですけれど。

現
げん

地
ち

の希
き

望
ぼう

と合
あ

っている例
れい

は教
きょう

育
いく

です。教
きょう

育
いく

の大
たい

切
せつ

さを

知
し

っている親
おや

たちがなけなしのお金
かね

を出
だ

し合
あ

って、小
しょう

学
がっ

校
こう

を

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q つくり、先
せん

生
せい

をよんできて、学
がっ

校
こう

を開
ひら

いています。そんな親
おや

に「学
がっ

校
こう

をつくったので、教
きょう

材
ざい

や備
び

品
ひん

を支
し

援
えん

してくれない

か？」という話
はなし

がきて支援がはじまることがあります。そう

いう場
ば

合
あい

、ユニセフの支援と現
げん

地
ち

の要
よう

望
ぼう

は合
あ

っていますよね。

戦争
せんそう

の中
なか

で生
い

きている子
こ

ども

たち、心
こころ

の負
ふ

担
たん

が大
おお

きいと思
おも

うのですが、どのようにサポートして

いるのですか？

ユニセフは心
こころ

に傷
きず

を負
お

った子ども

たちへのサポートをしていて、それなり

の経
けい

験
けん

もつんでいます。しかし、残
ざん

念
ねん

ながらソマリアではまだそのような支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

はできていません。

たとえば、コソボの難
なん

民
みん

キャンプの場
ば

合
あい

、対
たい

象
しょう

となる子ど

もがかたまっていて、集
しゅう

中
ちゅう

的
てき

に支
し

援
えん

ができますが、ソマリア

は日本の約
やく

1.8倍
ばい

の面
めん

積
せき

に日本の人
じん

口
こう

の20分
ぶん

の1（600～

700万
まん

人
にん

）の人が住み、子どもたちも散
ち

らばっています。

内
ない

戦
せん

が続
つづ

き、子どもたちがどんどん亡
な

くなっているような

地
ち

域
いき

では、薬
くすり

や食
しょく

糧
りょう

などの支
し

援
えん

が先
さき

、教
きょう

育
いく

は後
あと

、と思
おも

われ

がちです。でも、今
いま

、私
わたし

たちはこういうところだからこそ教
きょう

育
いく

が必
ひつ

要
よう

だと主
しゅ

張
ちょう

して、小
しょう

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

に力
ちから

を入れています。

教育は発
はっ

展
てん

性
せい

があります。学校で学
まな

ぶことが生きのびるため

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

を得
え

ることにつながったり、小学校が「普
ふ

通
つう

の」

生
せい

活
かつ

を子どもたちに提
てい

供
きょう

する場
ば

になったりします。

それから、まだ小
ちい

さい規
き

模
ぼ

ですが、元
もと

子どもの兵
へい

士
し

の社
しゃ

会
かい

復
ふっ

帰
き

のための支
し

援
えん

を始
はじ

めています。首
しゅ

都
と

モガディシュで、120

人
にん

受
う

け入
い

れ予
よ

定
てい

のところに600～700人の応
おう

募
ぼ

がありました。

そこでは職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

などがおこなわれています。

女
おんな

の子
こ

は差
さ

別
べつ

されている？
男
おとこ

の子
こ

より女
おんな

の子
こ

の就
しゅう

学
がく

率
りつ

が低
ひく

いのは、「女の子に教
きょう

育
いく

はむだ」という考
かんが

え方
かた

の人
ひと

が多
おお

いということですか？

そういう部
ぶ

分
ぶん

もなくはないと思
おも

います。ただ、男の子も女の

子も小学校に通
かよ

っている子どもは圧
あっ

倒
とう

的
てき

に少
すく

ないのです。男の子

であれ女の子であれ、小学校に行
い

っても意
い

味
み

がない、家
か

畜
ちく

のらく

だを追わせたり、漁
りょう

の手
て

伝
つだ

いをさせたり、家
いえ

の手伝いや弟
おとうと

や妹
いもうと

の世
せ

話
わ

をさせたりする方がいいと考
かんが

えられているようです。

高
こう

学
がく

年
ねん

にあがるほど、女の子の退
たい

学
がく

率
りつ

が高
たか

くなります。そ

れには、学
がっ

校
こう

が女の子の通
かよ

える環
かん

境
きょう

になっていないという理
り

由
ゆう

もあります。ソマリアでは、女の子のトイレは入っていく

姿
すがた

が見
み

えないように壁
かべ

をつくっておかない

といけません。教
きょう

室
しつ

も男の子と女の子が

別
べつ

のことが多いです。そのようなトイレや

教室がある小学校が少ないのです。

女性は、やっぱり差別されているのですか？

それは見
み

方
かた

によると思います。水
みず

くみや家
か

事
じ

、子どもの世
せ

話
わ

など重
じゅう

労
ろう

働
どう

を担
にな

っているのは確
たし

かに女
じょ

性
せい

です。でも、日本や欧
おう

米
べい

の女性に対する考
かんが

え方をそのまま持
も

ちこんでも、すぐに根
ね

づくと
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A

Q

A

Q

1992年に国連ボランティアとしてボスニアの人道援助活

動に、1994年に南アフリカの国連選挙･平和運動監視

活動に参加。1995年、ユニセフ・ミャンマー事務所に

赴任。ユニセフ･イラク事務所などでの勤務の後、2000

年9月からユニセフ･ソマリア・�ボサソ事務所長。

中
なか

井
い

裕
ひろ

真
まさ

さん

「ソマリア」と聞
き

いて、どこの国
くに

かすぐにわかりますか？ アフリカの東
ひがし

、
アフリカ大

たい

陸
りく

の角
つの

のようになっているところにあるソマリアは、長
なが

引
び

く内
ない

戦
せん

と干
かん

ばつや洪
こう

水
ずい

などの自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

のために、人
ひと

びとの生
せい

活
かつ

はずたずたに
されてきました。でも、ソマリアのことを知

し

っている人
ひと

は少
すく

なく、国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

もあまり関
かん

心
しん

を持
も

っているとはいえません。そのソマリアの話
はなし

をしてく
れたのは、ソマリア・ボサソの町にあるユニセフ事

じ

務
む

所
しょ

長
ちょう

の中
なか

井
い

裕
ひろ

真
まさ

さ
ん。中井さんによると、ソマリアの状

じょう

況
きょう

は「国全
ぜん

体
たい

が難
なん

民
みん

キャンプ」の
ような感

かん

じなのだそうです。

なぜ戦争
せんそう

が続
つづ

いているの？
ソマリアの戦争など、歴

れき

史
し

的
てき

なことについて教
おし

えてください

ソマリアで起
お

こっている内
ない

戦
せん

は、

民
みん

族
ぞく

の紛
ふん

争
そう

ではありません。ソマリア

は単
たん

一
いつ

民
みん

族
ぞく

の国
くに

です。

ソマリアは1887年
ねん

にイギリス領
りょう

とイタリア領に分かれてしまいまし

た。1960年6月にイギリス領
りょう

だったソマリランドが独
どく

立
りつ

し、

その2日後にイタリア領だったところが独立しました。その

後、2つの国
くに

がひとつの国として独立し、政
せい

府
ふ

ができました。

しかし、ソマリア全
ぜん

体
たい

をまとめるのには苦
く

労
ろう

しました。なぜ

なら、ソマリアには遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

族
ぞく

が多
おお

く、その上、先
せん

祖
ぞ

代
だい

々
だい

続
つづ

く

氏
し

族
ぞく

という家
か

族
ぞく

の大きなかたまりがいくつもあって、氏族同
どう

士
し

の争
あらそ

いが昔
むかし

からあったからです。

そこに、アメリカと旧
きゅう

ソビエト連
れん

邦
ぽう

の間
あいだ

の東
とう

西
ざい

冷
れい

戦
せん

が大

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。ソマリアが独
どく

立
りつ

した後
あと

、政
せい

権
けん

につい

た大
だい

統
とう

領
りょう

はソビエトの支
し

援
えん

を受
う

けて、共
きょう

産
さん

主義
しゅぎ

の国
くに

づくり

をめざしました。その後、ソマリアのとなりの国エチオピア

で、軍
ぐん

が政権をうばうクーデターが起
お

き、とつぜん共産主義

の政権ができました。それを見たソビエトはエチオピアへの支

援に力
ちから

を入
い

れるようになります。そうすると、今
こん

度
ど

は共産主

義をきらうアメリカが政
せい

治
じ

や軍
ぐん

事
じ

の面
めん

からソマリアに力を入れ

るようになりました。こうして、ソマリア国
こく

内
ない

には、アメリカ

とソビエトからきた武
ぶ

器
き

や弾
だん

薬
やく

がたまっていったのです。

ソマリアの政
せい

府
ふ

は、政府に反
はん

対
たい

する勢
せい

力
りょく

をおさえきれず、

国
くに

全
ぜん

体
たい

を治
おさ

めきれなくなってしまいました。政府がなくなっ

てしまった後
あと

は、さまざまな勢力が武
ぶ

器
き

を略
りゃく

奪
だつ

して争
あらそ

いを

はじめ、それ以
い

来
らい

、いまだに争いが続
つづ

いています。

百
ひゃく

年
ねん

も前
まえ

の植
しょく

民
みん

地
ち

主
しゅ

義
ぎ

やその後
ご

のアメリカやソビエ

トが今のソマリアをつくっているということですか？

アフリカの地
ち

図
ず

を見
み

ると、国
こっ

境
きょう

も不
ふ

自
し

然
ぜん

にまっすぐですよ

ね。植
しょく

民
みん

地
ち

の歴
れき

史
し

のためです。今
いま

も、アフリカの多
おお

くの国
くに

は、旧
きゅう

宗
そう

主
しゅ

国
こく

（昔
むかし

支
し

配
はい

していた国
くに

）の欧
おう

米
べい

の国ぐにと経
けい

済
ざい

などで深
ふか

いつ

ながりがあり、そのつながりなしでは生きられないような構
こう

造
ぞう

にな

っていますね。

人びとの暮
く

らしとユニセフの支
し

援
えん

ソマリアではどのような農
のう

業
ぎょう

が

おこなわれているのですか？

ソマリアの気
き

候
こう

は北
ほく

部
ぶ

と南
なん

部
ぶ

で大
おお

きく違
ちが

います。北部には遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

族
ぞく

が多
おお

く住
す

んでいます。南部には大
おお

きな川
かわ

が

2本
ほん

流
なが

れていて、その川にはさまれた肥
ひ

沃
よく

な土
と

地
ち

では、バナナやソルダム（穀
こく

物
もつ

の一
いっ

種
しゅ

）などが育
そだ

てられています。昔
むかし

はお米
こめ

もとれました。メイ

ズ（とうもろこし）が食
しょく

糧
りょう

支
し

援
えん

で届
とど

けられたりしますが、ソマリ

アの人はあまり好
す

きではないらしいです。遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

でも半
はん

牧
ぼく

半
はん

農
のう

と

いう人もいますし、場
ば

所
しょ

によっていろいろな暮
く

らし方
かた

をしています。
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は思えません。 たとえば、安
あん

全
ぜん

な水
みず

が手
て

に入
はい

る水
みず

場
ば

をつくるとし

ましょう。その管
かん

理
り

委
い

員
いん

会
かい

を住
じゅう

民
みん

でつくってもらい、そこに女
じょ

性
せい

を必
かなら

ず入れてもらおうとしてもあまり意
い

味
み

はありません。なぜなら、

そうした場
ば

で女
じょ

性
せい

が発
はつ

言
げん

する習
しゅう

慣
かん

はないのです。

聞
き

いた話
はなし

ですが、大
たい

切
せつ

なことを決
き

める長
ちょう

老
ろう

会
かい

議
ぎ

に出
で

てく

る男
だん

性
せい

は、家
か

庭
てい

で妻
つま

に「こんなことを話
はな

してきなさい」と言
い

われてきているそうです。ユニセフは、大切なことを決めると

きには女性の意
い

見
けん

が反
はん

映
えい

されるように、と考
かんが

えていますが、

（委員会や会議に女性が出ていなくても）そういう仕
し

組
く

みがあ

るにはあるのだよと教
おし

えられました。

それから、教
きょう

科
か

書
しょ

に女の子が会
かい

議
ぎ

の議
ぎ

長
ちょう

をやっている絵
え

を

入れるなどの試
こころ

みもはじまっています。そんな教科書を見
み

て、

だんだんみんなの意
い

識
しき

が変
か

わっていく効
こう

果
か

を期
き

待
たい

しています。

中井さんから見
み

た日
に

本
ほん

、国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

中井さんから見た日本とソマ

リアについて教
おし

えてください

日本はいい国
くに

ですよ。でも、実
じつ

は、こういう仕
し

事
ごと

を始
はじ

めた理
り

由
ゆう

のひ

とつは日本を出
で

たかったからなんです。

外
がい

国
こく

に出てからも最
さい

初
しょ

は日本人スタッ

フとして見られるのがいやでした。で

も、今は日本人と見られることがうれしい、日本人であることに

誇
ほこ

りを感
かん

じています。というのも、世
せ

界
かい

のどこに行っても、日本

に対
たい

して敬
けい

意
い

を持
も

たれていることを感
かん

じるからなんです。有
ゆう

名
めい

な

のは電
でん

気
き

製
せい

品
ひん

や車
くるま

ですが、よく聞
き

くと、そういうものを生
う

み出
だ

し

た日本人や日本の社
しゃ

会
かい

に対する尊
そん

敬
けい

があることがわかるんです。

A

Q

ソマリアについては…、ソマリアに限
かぎ

りませんが「世
せ

界
かい

は

不
ふ

公
こう

平
へい

だな」とは思
おも

いますね。夜
よる

の地
ち

球
きゅう

を撮
さつ

影
えい

した衛
えい

星
せい

写
しゃ

真
しん

を見
み

たことがありますか？　日本やアメリカは電
でん

気
き

でピカピカ

光
ひか

っているのに、ソマリアも、私が働
はたら

いたことのあるミャン

マーもイラクも真
ま

っ暗
くら

ですもんね。

最
さい

近
きん

、国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

が何
なに

かきれ

いごとのように言
い

われているの

ですが、中井さんは国際協力をど

う考えますか？

私
わたし

も、かっこいいかな、とあこが

れて入
はい

った世
せ

界
かい

ですが、実
じっ

際
さい

はきれい

ごとではすまないこともたくさんありま

す。大
だい

学
がく

で先
せん

生
せい

が福
ふく

祉
し

について言
い

ったことですが、福祉には「熱
あつ

き心
こころ

と冷
つめ

たき頭
あたま

」が必
ひつ

要
よう

だ、理
り

想
そう

は大
だい

事
じ

だが、理想を具
ぐ

体
たい

的
てき

なサービスに置
お

きかえていくときに、現
げん

実
じつ

を見すえてサービスをつ

くりあげられるプロフェッショナルになってほしい、と。これは国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

の仕
し

事
ごと

にも当
あ

てはまると思います。

現
げん

場
ば

にいて、実
じっ

際
さい

に人
ひと

が死
し

んでいったりするのを見
み

て、

中井さんは人を助
たす

けることや命
いのち

をどのように思いますか？

人が目
め

の前
まえ

で亡
な

くなるのはつらいです。でも、とらわれすぎ

ては先
さき

へ進
すす

めなくなります。ソマリアでは毎
まい

年
とし

コレラが流
りゅう

行
こう

し、

今
こ

年
とし

の4月
がつ

にも300人
にん

くらいが私
わたし

の担
たん

当
とう

地
ち

域
いき

で亡
な

くなりました。

病
びょう

院
いん

に行くとひどい状
じょう

況
きょう

で、言
こと

葉
ば

もなかったのですが、そこで止
と

まってしまうわけにはいきません。こういう時
とき

こそ「熱
あつ

き心
こころ

と冷
つめ

た

き頭
あたま

」です。現
げん

状
じょう

を受
う

け止
と

めて、「じゃあどうする」と解
かい

決
けつ

の道
みち

を探
さが

すんです。それで給
きゅう

料
りょう

をもらっているわけですし。この給料

はみんながユニセフに募
ぼ

金
きん

してくださった中から出ていることも忘
わす

れてはいけないことです。

それから、あまり「助
たす

ける」とは考
かんが

えません。募
ぼ

金
きん

をして

くださるみんなと現
げん

地
ち

の「橋
はし

渡
わた

し」をしている感
かん

じがします。

ユニセフは「方
ほう

法
ほう

を提
ていき

供
ょう

」します。魚
さかな

を釣
つ

ってあげるんじゃ

なくて、釣り方
かた

を教える、といったふうに。現
げん

地
ち

の人は自
じ

分
ぶん

達で暮
く

らしに合
あ

うように工夫
くふう

します。ときには、私たちが思
おも

いもつかないようなもっとよい方
ほう

法
ほう

を生
う

み出
だ

していることもあ

ります。私たちはそれを教
おそ

わって、別
べつ

の村
むら

でそれを広
ひろ

めたりもします。結
けっ

果
か

的
てき

に「助
たす

けている」部
ぶ

分
ぶん

もあるかもしれませんが、

そう意
い

識
しき

したことはないです。

A

Q

A

Q
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日
に

本
ほん

の子
こ

どもたちに何
なに

を望
のぞ

みますか？

日本はもうダメなんじゃないか、なんて言
い

われていますが、半
はん

年
とし

くらい日
に

本
ほん

を留
る

守
す

にして帰
かえ

ってくると、どんどん新
あたら

しいものが

出
で

て変
か

わっている。世
せ

界
かい

的
てき

に見
み

たら、日
に

本
ほん

みたいな国
くに

は限
かぎ

られて

います。日本の支
し

援
えん

やパートナーシップを求
もと

めている国にこたえら

れるだけの体
たい

力
りょく

は持っていないといけないと思
おも

います。それだけ

の期
き

待
たい

があるということは自
じ

覚
かく

してほしいと思
おも

います。

開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

での支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

をめざしている人に

アドバイスを

よく考
かんが

えたほうがいいと思
おも

いますよ。日本で生
せい

活
かつ

していれば

当
あ

たり前のことが開発途上国では当たり前ではありません。この

ような仕
し

事
ごと

にすべての人
ひと

が向
む

いているわけではない

し。また、国
こく

連
れん

に入りたい人はたくさんいるわけ

ですが、「国連に入ること」を目
もく

的
てき

にしないでほ

しいと思
おも

います。国
こく

連
れん

とは大
おお

きな器
うつわ

であってそ

の中
なか

にいろいろな活
かつ

動
どう

分
ぶん

野
や

があります。まず自
じ

分
ぶん

がどんな分野で何
なに

がしたいのかをはっきりさせた後

で、それを実
じつ

現
げん

する手
しゅだ

段
ん

として国連機関やNGOをめざしてくだ

さい。

高
こう

校
こう

で栄
えい

養
よう

の勉
べん

強
きょう

をしているので、将
しょう

来
らい

は理
り

系
けい

の大
だい

学
がく

に行
い

きたいのですが、それでもユニセフで働けますか？

もちろん。栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

が深
しん

刻
こく

な国
くに

はたくさんあり、栄
えい

養
よう

はユ

ニセフの活
かつ

動
どう

でも重
じゅう

要
よう

な分
ぶん

野
や

です。理
り

系
けい

の専
せん

門
もん

性
せい

が求められる

活
かつ

動
どう

分
ぶん

野
や

はたくさんありますよ。

A

Q

A

Q

A

Q

私
は将

しょう

来
らい

、開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

での支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

した

いと思
おも

っています。それが、今
こん

回
かい

の記
き

者
しゃ

を希
き

望
ぼう

した一
いち

番
ばん

の動
どう

機
き

でした。今回のインタビューを通
とお

して、

自分の中の意
い

識
しき

が大
おお

きく変
か

わりました。中井さんのお

話
はなし

を聞
き

いていて、一
いち

番
ばん

ショックだったのは自
じ

分
ぶん

の今
いま

ま

で考
かんが

えていたことと現
げん

実
じつ

の違
ちが

いでした。私は今まで、

支援活動に対
たい

して理
り

想
そう

やあこがればかりで、カッコイ

イ部
ぶ

分
ぶん

しか知らなかったのだということに気
き

づかされま

した。中井さんのお話の中で、「熱
あつ

き心
こころ

と冷
つめ

たい頭
あたま

」

という話
はなし

がありました。それを自
じ

分
ぶん

のことで考
かんが

えてみ

ると、私には「冷たい頭」がないと思いました。いつ

も感
かん

情
じょう

で動
うご

いてしまい冷
れい

静
せい

な判
はん

断
だい

ができなくなってし

まいます。中井さんのように、時
とき

には冷たい頭で通
とお

し

ていけるような強
つよ

い人
にん

間
げん

になりたいと思いました。これ

から、自分の目
もく

標
ひょう

を実
じつ

現
げん

させていく上での大きな課
か

題
だい

が見つかった気がします。時
じ

間
かん

をかけて少しずつ自
じ

分
ぶん

を変
か

えていくと同
どう

時
じ

に、夢
ゆめ

を追
お

いかける熱い心だけ

はずっと持
も

ちつづけたいと思いました。

西
にし

子
こ

紗
さ

世
よ

17歳

す
ごくいい体

たい

験
けん

をしたな。と思っています。ずっと

夢
ゆめ

のような、遠
とお

い存
そん

在
ざい

にあった「ユニセフ」がな

んだか身
み

近
じか

に感
かん

じられるようになりました。また、今
こん

回
かい

インタビューをさせていただいた中井さんもすごく気
き

さ

くな方で、インタビューがとても楽
たの

しかったです。

中井さんの本
ほん

音
ね

トークもいくつか飛
と

び出
で

てきたり、本

当にあっというまの２時
じ

間
かん

でした。

それから、一
いっ

緒
しょ

にインタビューをしたみなさんも、とて

も楽
たの

しい人たちばかりでずっと笑
わら

っていたような気がし

ます。「国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

」ってほんと一
いっ

体
たい

何
なん

だろう。家
いえ

に帰
かえ

ってからも私
わたし

はそのこ

とで頭
あたま

がいっぱいでした。今
いま

、自
じ

分
ぶん

が

できること。自分にしかできないこと。

って、何があるんだろう。日本だけじゃ

なく、世
せ

界
かい

のことについても考
かんが

えるよう

になりました。

最
さい

後
ご

に中井さんをはじめ、関
かん

係
けい

者
しゃ

の皆
みな

さん、すばらしい体
たい

験
けん

をありがとうござ

いました。

山
やま

瀬
せ

麻
ま

里
り

絵
え

15歳

今
回のインタビューで中井さんからでないと聞

き

くこ

とのできないようなお話
はなし

を聞くことができてとて

もよい経
けい

験
けん

になりました。インタビュー前
まえ

までの私は、

日本からの目
め

線
せん

のみで開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

を見
み

ていました。け

れど、お話を通
とお

して、現
げん

地
ち

の目線からの事
じ

実
じつ

がだんだ

ん見えてきたし、その新
しん

鮮
せん

さと大
たい

切
せつ

さを強
つよ

く感
かん

じまし

た。私は将
しょう

来
らい

的
てき

には国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

の仕
し

事
ごと

について、南
なん

北
ぼく

問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

の助
たす

けになりたいと考
かんが

えています。これ

から、たくさんのことを学
まな

んで、広
ひろ

い視
し

野
や

で問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

へ導
みちび

いていける力をつけたいです。その時
とき

に、今
こん

回
かい

感
かん

じたことや学んだことを大
たい

切
せつ

に、そして生
い

かしてい

きたいと思っています。また、今回全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

から集
あつ

ま

ったネットワーカー達
たち

と意
い

見
けん

を交
こう

換
かん

しあうことで私
わたし

自
じ

身
しん

、いい刺
し

激
げき

をうけました。「世
せ

界
かい

の子ども達のため

に一
いっ

緒
しょ

に立
た

ち上
あ

がろう！」と強
つよ

い意
い

志
し

を持
も

つ仲
なか

間
ま

が

いることが分かり、これからもそんな仲
なか

間
ま

と一
いっ

緒
しょ

に活
かつ

動
どう

していくんだ、と心
こころ

に誓
ちか

いました。

田
た

中
なか

和
かず

子
こ

17歳

インタビューを通
とお

して私はあらためて『世
せ

界
かい

が抱

えている問
もん

題
だい

＝私
わたし

たちのこれからの課題』だ

と思いました。「ソマリア」という国
くに

はあまり日本の私

たちには知られていない国だけど、紛
ふん

争
そう

問
もん

題
だい

・男
だん

女
じょ

差
さ

別
べつ

などまだまだたくさんの問
もん

題
だい

を抱
かか

えている国。でも、

そういうソマリアの中で起
お

こっている問題は「ソマリア

の問題」ではなく、地
ち

球
きゅう

市
し

民
みん

である私たちのこれか

らの課題だということを中井さんのインタビューを通し

て心
こころ

の中で感
かん

じました。中井さんはソマリアのような

国でユニセフが活
かつ

動
どう

するということは日本の人たちとの

橋
はし

渡
わた

しをしているということだとおっしゃっていました。

私も早
はや

く自
じ

分
ぶん

の夢
ゆめ

である日本の人たちの橋渡しができ

る、世
せ

界
かい

の貧
まず

しい国
くに

の子ども達の力
ちから

になれるような

仕
し

事
ごと

につきたいと思います。今回、中井さんはもちろ

ん、同じユニセフ子どもネットワーカーのみんなとも自

分たちが、今、思っていることをたくさん話
はな

し合
あ

えた

のでとても私にとってプラスになりました。これから、

私たち地
ち

球
きゅう

の子どもみんなで「これからの私たちの課

題」をみつけていけたらいいです。

中
なか

佐
さ

友
ゆ

衣
い

15歳

今
回中井さんにインタビューさせていただいたこと

に感
かん

謝
しゃ

します。インタビューしていて特
とく

に印
いん

象
しょう

に残ったのは、ソマリアなどの現
げん

地
ち

で働
はたら

くには、「熱
あつ

き心
こころ

と冷
つめ

たき頭
あたま

が必
ひつ

要
よう

だ」という言葉です。実
じっ

際
さい

、

中井さんは現地のようすや仕
し

事
ごと

の内
ない

容
よう

などをドライに

話
はな

していて少
すこ

し驚
おどろ

きましたが、それが現
げん

実
じつ

なんだと

改
あらた

めて認
にん

識
しき

させられました。

また、ソマリアの問
もん

題
だい

を考えるとき、例えば女
じょ

性
せい

器
き

切
せつ

除
じょ

の問
もん

題
だい

にしても、ソマリアの紛
ふん

争
そう

にしても、ひとつ

の方
ほう

向
こう

から判
はん

断
だん

するのは危
き

険
けん

だと思
おも

いました。良
よ

い悪
わる

いの問
もん

題
だい

でないことが多
おお

いと思うし、それぞれの立
たち

場
ば

があり、そこに歴
れき

史
し

やいろいろな欲
よく

望
ぼう

が絡
から

まりあって

いることが多くあります。だからこういった問題は解
かい

決
けつ

することが難
むずか

しいのだと思います。だからよりいっそ

う教
きょう

育
いく

が必
ひつ

要
よう

だと思いました。

漆
うるし

原
ばら

直
なお

美
み

17歳
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「子どもの人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

」キャンペーン
子どもによる活

かつ

動
どう

を企
き

画
かく

してみませんか？

報告とお知らせ�
ほう こく し�

ユニセフ子どもネット事務局
(日本ユニセフ協会 広報室内)

住　所：〒108-8607
東京都港区高輪4-6-12

で ん わ：03-5789-2016
ファックス：03-5789-2036
電
でん

子
し

メール： jcuinfo@unicef.or.jp

かん さい がく しゅう かい ほう こく�

募集�募集�
ぼ しゅう�

計
けい

画
かく

に参
さん

加
か

してくれる“子ども活
かつ

動
どう

プランナー”と活動
かつどう

についての意
い

見
けん

を大
だい

募
ぼ

集
しゅう

！
来
らい

年
ねん

から日
に

本
ほん

ユニセフ協
きょう

会
かい

では、子
こ

どもの人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

をなくすための活
かつ

動
どう

をすすめていくことにな

りました。まずは、来
らい

年
ねん

2月にイベントを開
ひら

く予
よ

定
てい

です。

キャンペーンにあたって、ぜひ子どもたちもこの問
もん

題
だい

に関
かか

わってほしいと考
かんが

えています。この問題

に関
かん

心
しん

があり、もっと知
し

りたい、もっと知らせたい、子どもの立
たち

場
ば

からこの問題の解
かい

決
けつ

に関わって

みたいと考
かんが

えているネットワーカーに、子どもによる活
かつ

動
どう

を計
けい

画
かく

してもらえたらいいなと思
おも

っている

のです。（人身売買については、2～3ページの記事を読んでみてください）

そこで、この活動を計画するメンバーを“子ども活
かつ

動
どう

プランナー”として最
さい

大
だい

10人募
ぼ

集
しゅう

します。

ふだんは主
おも

に電
でん

子
し

メールで意
い

見
けん

交
こう

換
かん

したり計
けい

画
かく

をつくったりして、イベントの時
とき

などに集
あつ

まって、

考
かんが

えた計
けい

画
かく

を実
じっ

行
こう

してもらおうと考えています。活
かつ

動
どう

期
き

間
かん

は、来
らい

年
ねん

の夏
なつ

休
やす

みまでを一
ひと

区
く

切
ぎ

りとしま

す。

■条
じょう

件
けん

：できるだけ電
でん

子
し

メールでのやりとりができる人。

この問
もん

題
だい

に対
たい

して積
せっ

極
きょく

的
てき

な活
かつ

動
どう

ができる人
ひと

。

■応
おう

募
ぼ

の方
ほう

法
ほう

：次のことを書
か

いて、電
でん

子
し

メールで送
お

ってください。

（jcuinfo@unicef.or.jp）
1）ネットワーカー番

ばん

号
ごう

、2）なまえ、3）学
がく

年
ねん

（年齢）、4）住
じゅう

所
しょ

・電
でん

話
わ

などの連
れん

絡
らく

先
さき

5）このキャンペーンでどんなことをしたいか

■しめきり：12月25日（水）

また、プランナーに応
おう

募
ぼ

はしないけれど、子どもの立
たち

場
ば

から

人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

にどのように取
と

り組
く

んだらいいか意
い

見
けん

を言
い

いたいとい

う人も、どんどん意見を送
おく

ってください。（メールでもファック

スでも郵便でもOK）場
ば

合
あい

によっては、いっしょにメールなどで

の話
はな

し合
あ

いに参
さん

加
か

してもらうことができるかもしれません。

日
にち

時
じ

：11月3日（祝）10:30 ～16:00

会
かい

場
じょう

：生
せい

活
かつ

共
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

コープこうべ　生活文
ぶん

化
か

センター5階
かい

1. 自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

2. ユニセフとは？？！

「世
せ

界
かい

子
こ

供
ども

白
はく

書
しょ

2001」と去
きょ

年
ねん

の横
よこ

浜
はま

会
かい

議
ぎ

のビデオを見
み

て、世
せ

界
かい

の子どもの現
げん

状
じょう

（これからの

課
か

題
だい

など）を学
まな

びました。

3. これからの活
かつ

動
どう

これからやっていきたいことを

話
はな

し合
あ

いました。右のようなア

イディアが出
で

ました。

今回は�と�について話し合うことにしました。
ハンド・イン・ハンド
関
かん

西
さい

の子どもネットワーカーと、その友
とも

だちを誘
さそ

ってハンド・イン・ハンドに参
さん

加
か

すること

にしました！駅
えき

、警
けい

察
さつ

などに許
きょ

可
か

を取
と

る人
ひと

、ユニセフ協
きょう

会
かい

と連
れん

絡
らく

を取
と

る人
ひと

など、役
やく

割
わり

を決
き

め

ました。場
ば

所
しょ

は人
にん

数
ずう

と許
きょ

可
か

がとれるかどうかで決
き

めます。最
さい

終
しゅう

打
う

ち合
あ

わせと、それぞれが誘
さそ

ってきた友
とも

だちの顔
かお

合
あ

わせを、12月28日（土）にすることにしました。

子どもの人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

キャンペーンについて
春
はる

から計
けい

画
かく

されている署
しょ

名
めい

活
かつ

動
どう

などに参
さん

加
か

しよう

・署名は、ちゃんと内
ない

容
よう

を知
し

ってからじゃないと募
ぼ

金
きん

のように気
き

軽
がる

にはできない。

e街
がい

頭
とう

では無
む

理
り

e個人で各学校などでやる eまず私たちが知らなきゃ何も

できない！ e人身売買について調べよう eどうやって調べる？？

・地
ち

域
いき

を東
とう

南
なん

アジアに限
げん

定
てい

する。

・署
しょ

名
めい

活
かつ

動
どう

が始まる頃
ころ

に、一
いっ

般
ぱん

の人に知
し

ってもらえるようにワークショップを開
ひら

くことを目
もく

標
ひょう

にする。 e参
さん

加
か

してくれた人が身
み

の回
まわ

りで署
しょ

名
めい

を集
あつ

めてくれるように…

・毎
まい

月
つき

一
いっ

回
かい

の割
わり

合
あい

で集
あつ

まって、調
しら

べてきたことを共
きょう

有
ゆう

する。

人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

について調
しら

べていると必ず子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

の問
もん

題
だい

にもぶつかるので、そ

こからエイズのことにも発
はっ

展
てん

させられるはず…

こんな感
かん

じで少
しょう

人
にん

数
ずう

だけど、楽
たの

しく有
ゆう

意
い

義
ぎ

な話
はな

し合
あ

いができたと思
おも

います。人
にん

数
ずう

を増
ふ

やすこ

とが次
つぎ

からの目
もく

標
ひょう

なので、ハンド・イン・ハンドでは友
とも

だちをいっぱい誘
さそ

って、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の学
がく

習
しゅう

会
かい

では18歳
さい

以
い

上
じょう

の元
もと

ネットワーカーや、横
よこ

浜
はま

会
かい

議
ぎ

（と川
かわ

崎
さき

セミナー）に参
さん

加
か

していた大
だい

学
がく

生
せい

も巻
ま

き込
こ

もうかなぁと考
かんが

えています。 報
ほう

告
こく

者
しゃ

：岩
いわ

島
しま

史
ふみ

（16歳
さい

）

ハンド・イン・ハンド実
じっ

施
し

中
ちゅう

毎
まい

年
とし

12月
がつ

はハンド・イン・ハンド

（手
て

に手
て

をとってという意
い

味
み

）月
げっ

間
かん

です。

毎
まい

年
とし

、日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

でボランティアが参
さん

加
か

する募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

が

おこなわれています。今
こ

年
とし

のテーマ「命
いのち

を守
まも

る一
いっ

滴
てき

予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を世
せ

界
かい

の子
こ

どもに」を合
あい

言
こと

葉
ば

に、街角
まちかど

や学
がっ

校
こう

な

どで募
ぼ

金
きん

を呼
よ

びかけます。実
じっ

際
さい

に参
さん

加
か

したい人は、近
ちか

く

で活
かつ

動
どう

している団
だん

体
たい

をさがして一
いっ

緒
しょ

に参
さん

加
か

したり、学
がっ

校
こう

などで仲
なか

間
ま

をつのって参
さん

加
か

申
もう

し込
こ

みをしたりすることも

できます。（申し込みはお早
はや

めに）

12月23日（祝）の午
ご

後
ご

には、東
とう

京
きょう

の恵
え

比
び

寿
す

ガーデ

ンプレイスで中
ちゅう

央
おう

大
たい

会
かい

が開
ひら

かれます。日本ユニセフ協
きょう

会
かい

大
たい

使
し

のアグネス・チャンさんや、スポーツ

選
せん

手
しゅ

などたくさんの有
ゆう

名
めい

人
じん

も協
きょう

力
りょく

してくれる予
よ

定
てい

です。

みんなに伝
つた

えたいこの想
おも

い
～第

だい

2回
かい

子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

に反
はん

対
たい

する

世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

子ども＆若
わか

者
もの

プログラム～ 20分

ユニセフ子どもネットニュースでも何度かとりあげていますが、

昨
さく

年
ねん

12月に横
よこ

浜
はま

で開かれたこの世界会議で、子どもや若者たちが

どのように活
かつ

動
どう

したかをえがくドキュメンタリービデオです。

世
せ

界
かい

子
こ

供
ども

白
はく

書
しょ

2002 リーダーシップ 10分

国連子ども特
とく

別
べつ

総
そう

会
かい

が開
ひら

かれた今
こ

年
とし

の世
せ

界
かい

子
こ

供
ども

白
はく

書
しょ

は、

世
せ

界
かい

の子
こ

どもたちが健
けん

康
こう

に幸
しあわ

せに暮
く

らせる世
せ

界
かい

をつくるた

めに、政
せい

府
ふ

やさまざまなレベルのリーダーシップを求めました。国
こく

連
れん

子ども特
とく

別
べつ

総
そう

会
かい

に向
む

けて世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

でくりひろげられた活
かつ

動
どう

のよう

すなどを報
ほう

告
こく

しています。

ユニセフと世
せ

界
かい

の子どもたち
世
せ

界
かい

162の国
くに

と地
ち

域
いき

で活
かつ

動
どう

するユニセフの活
かつ

動
どう

や世
せ

界
かい

の子
こ

ど

もたちのようすを、映
えい

像
ぞう

と説
せつ

明
めい

で見
み

ることができます。（ビデ

オ「ユニセフと地
ち

球
きゅう

のともだち」をベースにしています）

お久
ひさ

しぶりです。今
こ

年
とし

の6月にアメリカ・カリ

フォルニア州
しゅう

に引
ひ

っ越
こ

した、ユニセフ子どもネッ

トワーカーの田
た

代
しろ

準
じゅん

之
の

介
すけ

（13歳
さい

）です。

ぼくと兄
あに

の竜
りょう

太
た

郎
ろう

（15歳
さい

）は、現
げん

在
ざい

、近
きん

所
じょ

の

United Nations Store（国
こく

連
れん

ギフトショップ）で、週
しゅう

一
いち

度
ど

、ボランティアをしています。ボランティア

の内
ない

容
よう

はさまざまで、接
せっ

客
きゃく

、レジ打
う

ち、値
ね

札
ふだ

はり

から、そうじ、商
しょう

品
ひん

の注
ちゅう

文
もん

など、何
なん

でもやりま

す。そこはサン･フランシスコのサン・ノゼ地
ち

域
いき

で

唯
ゆい

一
いつ

の国
こく

連
れん

ギフトショップで、国連国
こく

内
ない

委
い

員
いん

会
かい

支
し

部
ぶ

の事
じ

務
む

所
しょ

としての役
やく

割
わり

もかねています。店
みせ

は自
じ

宅
たく

から車
くるま

で15分くらいの町
まち

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

（ダウンタ

ウン）にあります。店
てん

内
ない

はかなりせまく、しかも

商
しょう

品
ひん

が所
ところ

せましと並
なら

んでいるので余
よ

計
けい

に狭
せま

く感
かん

じ

られます。最
さい

近
きん

、クリスマス商
しょう

品
ひん

の入
い

れ替
か

えなど

がおこなわれており、事
じ

務
む

に使
つか

っている机
つくえ

さえ商
しょう

品
ひん

のディスプレイに、使
つか

われています。話
はなし

による

と、クリスマスの時
とき

は息
いき

をつくひま

がないほど忙
いそが

しいらしく、12

月にはいる前
まえ

に、準
じゅん

備
び

をしておかない

といけないそうです。最
さい

近
きん

はあまりお客
きゃく

さんが多
おお

くないのですが、時
とき

にはお客
きゃく

さんと話
はなし

をして個
こ

人
じん

的
てき

なつながりを作
つく

ったりすることもあり、とても

楽
たの

しいです! 

10月31日はハロウィンで、ぼくはユニセフが実
じっ

施
し

している"Trick-or-Treat for UNICEF"という募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

をしました。通
つう

常
じょう

のハロウィンは、子どもた

ちが"Trick or Treat!（いたずらされたい？それとも

おかしをくれる？）"と言
い

って近
きん

所
じょ

の家
か

庭
てい

を訪
ほう

問
もん

し、

おかしをねだるのですが、この募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

の場
ば

合
あい

は、

"Trick-or-Treat for UNICEF, please（いたずら？それ

ともユニセフ募
ぼ

金
きん

を）" と言って、募
ぼ

金
きん

をしてもら

うものです。ぼくは20分
ぷん

くらい歩
ある

きまわって、17

ドル（およそ2000円
えん

）くらい集
あつ

めました。

午
前

午
後

�全
ぜん

国
こく

の各
かく

地
ち

域
いき

の学
がく

習
しゅう

会
かい

が分
ぶん

担
たん

して1ヶ国ずつ、いろんな

切り口から調
しら

べる。全
ぜん

部
ぶ

が集
あつ

まれば世
せ

界
かい

中
じゅう

のことが分か

るようになるっていう壮
そう

大
だい

な計
けい

画
かく

です。

�ハンド・イン・ハンドに参
さん

加
か

してみる。

�今
いま

までに出
で

た宣
せん

言
げん

文
ぶん

や条
じょう

約
やく

を自
じ

分
ぶん

たちの言
こと

葉
ば

になおす。

公
こう

式
しき

文
ぶん

書
しょ

のむずかしい言
こと

葉
ば

をわかりやすく、できれば関
かん

西
さい

弁
べん

に直
なお

そう！

�各
かく

学
がっ

校
こう

の文
ぶん

化
か

祭
さい

でユニセフに関
かん

する展
てん

示
じ

をする。

�来年からのキャンペーン「子どもの人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

」に関
かか

わる。

�関
かん

西
さい

で開
ひら

かれる、「世
せ

界
かい

水
みず

フォーラム」（2003）に関わる。

�エイズの世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

に関わる。

昨年の中央大会には、アグネス・チャン日本ユニ
セフ協会大使、元横綱の花田勝さん、曙親方ら
が参加しました©日本ユニセフ協会/Nozawa

©日本ユニセフ協会/Nozawa

ユニセフ�
募金活動�
ユニセフ�
募金活動�
ぼ  きん かつどう�

新しい資料のご紹介�

＊ビデオとCDロムを貸
か

し出
だ

しています。借
か

りたい人

はユニセフ子どもネット事
じ

務
む

局
きょく

まで申
もう

し込
こ

んでくだ

さい。（返
へん

却
きゃく

のときの郵
ゆう

送
そう

料
りょう

だけ負
ふ

担
たん

してください）

アメリカ在
ざい

住
じゅう

のユニセフ子どもネットワーカー

田
た

代
しろ

準
じゅん

之
の

介
すけ

君
くん

からのおたより

2002年11月11日　田代準之介くんのメールより抜
ばっ

粋
すい

こんなことを
やりました！
こんなことを
やりました！

LetterLetter

ビデオ

ビデオ

CD
ロム

©日本ユニセフ協会/Nozawa

©UNICEF/Stacy Sullivan

どしどし
応募して
ください


